
こども園・幼稚園の保護者の皆様へ 

久万高原町特別支援連携協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ことば 

○ 名前を呼ばれても返事をしない。 

○ 独り言やオウム返しが多い。 

○ 会話が成り立ちにくく、視線が 

合いにくい。 

生活・遊び 

○ 周りの刺激（物や音など）にすぐに反応する。 

○ いつもと同じパターンでないと落ち着かない。 

○ ものや場所にこだわり、それがないと 

不安になったりパニックになったりする。 

人との関わり 

○ 友達とまったく関わろうとしない。 

○ 集団遊びに興味を示しにくい。 

○ 相手の気持ちに気づきにくい。 

運 動 

○ リズム体操やダンスが苦手である。 

○ 物の操作や動作がぎこちない。 

※ ３～５歳児のお子さんの

発達を目安にしています。 

 一人で悩まず、相談を・・・ 



ほめて、自信を 

持たせましょう 
 

気持ちに 

寄り添いましょう 
 

子育てを 

楽しみましょう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お子さんについて相談のある方は、 

ご連絡ください。 
          
問い合わせ先 

おもご幼稚園 

℡０８９２－５８－２８９８ 

久万高原町教育委員会 

℡０８９２－２１―０１３９ 

 

「○○したらだめ！」 

「なんでできんの！」と 

言っていませんか。 

困ったことを叱るより 

できたことやがんばったことを 

ほめましょう。 

お子さんに合った 

方法を考えましょ

う。 

得意な面や良さを 

生かしましょう。 

「どうして 

そんなことをしたの！」 

「もう泣くのやめなさい！」と 

言っていませんか。 

お子さんの気持ちを 

受け止め、 

言葉にしてあげましょ

う。 

「このやり方だと 

うまくできるね。」 

「一緒にすると 

楽しいね。」 

「○○すると、 

もっとうまくいくよ。」

「○○ができたね。えらいね。」 

「○○してくれて、 

ありがとう。」 

「○○したかったから、 

こうしたんだよね。」 

「一生懸命やったのに、 

うまくできなかったのね。 

悔しかったね。」 

「困った子ね。」 

「子育て大変！」と 

思っていませんか。 

 このように関わりを工夫することで安心して生活

したり、分かりにくかったことが理解しやすくなっ

たりします。達成感を得られる体験や認められる経

験を重ねることがよりよい育ちにつながります。身

近な大人の関わり方によって成長や反応が変わって

くることもあります。「これができたら○○あげる。」

「○○しなさい。」ではなく、その子に合った関わり

方を見つけることが大切なのです。 

少しの手助けが、お子さんの育ちを助けます 

 


